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　特発性心室細動の要因は明らかにされていないが，自律神経との関係が示唆されている．セマフォ

リン 3A（SEMA3A）は心臓の交感神経分布において大きな役割を担っており，SEMA3A ノックアウ

トや過剰発現マウスでは突然死の報告がある．われわれは，83例の特発性心室細動症例（IVF）と

2,958人のコントロールにおいて，SEMA3A 遺伝子一塩基多型（SNP）の検討を行った．IVFではコ

ントロールに比しSEMA3A SNP（I334V, rs138694505A＞ G）が有意に多かった（15.7% vs. 

5.6%，p＝ 0.0004）．SEMA3A SNP I334Vを有する症例では，それ以外の IVF症例に比べて夜間

安静時に心室細動を起こすことが多く，普段から洞徐脈であった（1,031± 111 msec vs. 932±

182 msec，p＝ 0.039）．右心室心内膜生検で交感神経が心内膜側で認められ，交感神経分布異常

が疑われた．SEMA3A SNP I334Vを有する症例では，エピネフリン負荷反応時の脈拍上昇がその

他の症例に比し，有意に少なかった（18% vs. 33%，p＝ 0.03）．IVFの一部の症例では，SEMA3A
遺伝子異常による心臓交感神経の変容が，心室細動発症に関与している可能性がある．IVF症例のう

ち，SEMA3A 遺伝子異常を有する症例を普段の脈拍数やエピネフリン負荷で判別可能な可能性が示
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